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「建築紛争」とは、建築主等と近隣住民のみなさんの利害の衝突等

から生じる争いを言います。 

建築紛争の多くの事例では、建築予定地の近隣住民のみなさんが、

新しい建物が建つことに丌安を抱く一方で、建築主等も、どのような

説明、配慮をすれば良いのか分からないといったすれ違いから始まっ

ています。 

そのため、早めに建築計画の概要を近隣住民の皆さんに周知してい

ただき、互いの理解を深めることは、とても重要です。 
本要綱は、建築行為等に先立って、建築主等に標識設置や事前説明

をしていただく事により、建築紛争の予防を図り、市民の健全な近隣

関係を保持することを目的としています。 

 

 
         

 
建築主等は、法規制の範囲内であれば、自由に建築物を計画するこ

とができますが、近隣住民も日常生活に及ぼす影響を最小限に抑えた

いと願うものです。 

建築紛争が生じた場合は、お互いの権利に配慮したうえで、合意に

至るための話し合いを持つことが大切ですが、当事者間で自主的な解

決の努力を尽くしても解決に至らなかった場合は、申し出により、市

の職員が紛争の調整にあたることがあります。 

 

   
 

建築主等は、中高層建築物等の計画又は工事の実施にあたっては、次の

ような事項に配慮し、適切な措置を講ずるよう努めなければなりません。 
 
 
 
計画上の配慮事項：敷地周辺への日影、プライバシー、景観、眺望等  
工事中の措置：工事中の騒音や振動、粉じん、道路の汚損、交通安

全確保等 

電波障害対策：工事が原因で生じるＴＶの受信障害等  

隣の建物の影響で日当
りが悪くなるのでは？  
 
 

特定建設作業や発電機を使

用する作業、解体・はつり

等々、大きな音の出る工事は

近隣住民の皆さんに配慮し、

騒音・振動・粉塵防止のため

の養生シートの設置、低騒音、

低振動機種の選定、機械の設

置場所の選定等を考慮してく

ださい。 

建築基準法の日影規制

を守ることは当然です

が、日影規制に適合して

いる場合でも、建築物の

密集度や地形等地域性を

考慮して、周辺への影響

を軽減させるよう努めて

ください。 

騒音がつらい・・・。 
 

電波障害の原因が

建築中の建築物によ

る場合は、建築主等に

対し、電波受信障害を

解消するよう求める

ことができます。 

＜用語の解説＞ 

 

●中高層建築物等 
  

Ⅰ.中高層建築物 

Ⅱ.指定建築物 

Ⅲ.工作物等 

（詳細は次頁） 

 

●建築主等 

建築主、築造主、設
計者、工事監理者、
工事施工者及び管
理者をいいます。 
 

●近隣住民 

対象範囲内（P3～
Ｐ4）の土地・建築
物所有者、及び建築
物居住者をいいま
す。 
 

●自主的な解決 

建築紛争が生じ
た場合、相互の立場
を尊重し、互譲の精
神により、誠意をも
って、自主的に紛争
を解決することが
基本となります。 
 

●紛争の調整 

市の職員による
紛争の調整は、強制
力を伴うものでは
ありません。調整を
経ても当事者間の
合意が得られず、最
終的な決着を望む
場合は、司法の場に
委ねる問題となり
ます。 

 
●特定建設作業 
 建設工事として行
なわれる作業のう
ち、著しい騒音を発
生する作業（杭打ち
機、削岩機等を使用
するもの等） 

 

中
高
層 

建
築
物
等 

工事の影響で 
TV の電波が 
悪くなった。 
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要綱の対象となる中高層建築物等は、下表のとおり、Ⅰ.中高層建築

物、Ⅱ.指定建築物、Ⅲ.工作物等に分かれます。   
中高層 

建築物等 
地域又は区域 

（あ） 

中高層建築物等 

（い） 

 

Ⅰ.中高層建築物 

 
 

(1) 

 
住居系地域 
 

   
高さが 10ｍを超える建築物 
 

 
 

(２) 

 
商業・工業系地域 
 

 

Ⅱ.指定建築物 

          
 

(３) 

    
住居系地域 

 
建築基準法別表第１(い)欄

に掲げる用途に供する建築

物（特殊建築物）で、その

用途に供する部分の延べ面

積が 500 ㎡を超えるもの

（共同住宅の用途に供する

建築物で、住戸の数が 15

以下のものを除く） 
 

  
 

(４) 

 

同上 

 
500 ㎡以上の駐車施設が

付属する建築物（建築物の

規模は問わない） 

 

Ⅲ.工作物等 

  
 

(５) 

 

全ての地域又は区域 

 
地表面からの高さが 10ｍ

を超える工作物(建築物の

屋上に設置される工作物を

含む。) 
 

 

 

 

（適用除外） 

 
・ 建築基準法第 85 条及び第 87 条の 3 の規定の適用を受

ける建築物 

・ 増築又は工作物等を築造する場合において、日影の影響

範囲が増加しない中高層建築物 

・ 政令第 137 条の 18 に規定する類似の用途間における

用途の変更に係る建築物 

・ 増築若しくは用途の変更又は工作物等の築造後において

新たに別表に掲げる規模とならない建築物及び工作物 
   

＜敷地が住居系地域と商業・工業系地域にわたる場合の取り扱い＞  
Ⅰ.中高層建築物の場合  

建築物の 10ｍを超える部分が住居系地域にあれば、上の表(１)に、商業・工業系地域に

あれば上の表(２) に該当します。 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 

Ⅱ.指定建築物の場合 
敷地の過半が住居系地域であれば、建築物の位置に関わらず、上表(３)(４)に該当します。 

 

＜用語の解説＞ 
 

●特殊建築物 

学校、体育館、病院、

劇場、観覧場、集会場、

展示場、百貨店、市場、

ダンスホール、遊技

場、公衆浴場、旅館、

共同住宅、寄宿舎、下

宿、工場、倉庫、自動

車車庫、危険物の貯蔵

場、と畜場、火葬場、

汚物処理場その他こ

れらに類する用途に

供する建築物をいい

ます。 
 

●駐車施設 

自動車の駐車場で、

青空駐車場、立体駐車

場、タワーパーキング

等をいいます。 

自動二輪及び自転

車の駐車場、植栽スペ

ース等は除きます。 
 

●工作物等 

煙突、広告塔、高架水

槽、擁壁その他これら

に類する工作物で、地

表面からの高さが10

ｍを超えるものをい

います。 
 

●類似の用途 

それぞれ各番号に掲

げる他の用途をいい

ます。 

①劇場、映画館等 

②公会堂、集会場 

③診療所、児童福祉施

設等 

④ホテル、旅館 

⑤下宿、寄宿舎 

⑥博物館、美術館、図

書館 

⑦体育館、ボーリング

場等 

⑧百貨店、マーケット

等 

⑨キャバレー、ナイト

クラブ等 

⑩待合、料理店 

⑪映画スタジオ、テレ

ビスタジオ 

※高さ：建築基準法施行令第 2 条第 1

項第 6 号に定める高さをいいます。 



３

　建築主等は、中高層建築物等を建築しようとする

場合は、中高層建築物等の区分に応じて、図１～図５

に示す近隣住民に対して、事前説明をしてください。　

　説明は、個別面談や説明会開催等による直接説明、

又は、書面投函により行ってください。

電波障害の影響範囲

日影の影響範囲

出入口端部）からの距離

敷地境界(駐車施設の場合<凡例>

※この範囲に土地の一部でもかかると、
　建物所有者、居住者も説明対象者となります。

（ワンポイント）

図中の④⑤⑥⑦⑧⑨以外の近隣住民には日影の影響について説明する必要はありません。

同じように、①②以外の近隣住民は電波障害の影響について説明する必要はありません。

の土地所有者、
建築物所有者、
建築物居住者
となります。

この図の場合
の近隣住民は
図中の①②

予測される範囲
電波障害の生ずると

② ①

Ｎ
道路

道路

計画

建築物

電
波

方
向

図１ ※住居系の用途地域の

　高さが10ｍを超える建築物
「Ⅰ. 中高層建築物　　　　　　　　　　 」の説明対象範囲

の水平距離が10ｍ
敷地境界線から

以内の範囲

計画

道路
予測される範囲
電波障害の生ずると10ｍ

1.5Ｈ

Ｎ

日影午前８時から午後４時
までの日影の範囲

⑩

⑨

⑧
⑦

⑥

⑤

④

③ ② ①

道路

建築物

日影が生じる範囲内で
外壁等からの水平距離
が、建築物等の高さの
1.5倍以内の範囲

図中の①～⑩
の土地所有者、
建築物所有者、
建築物居住者
となります。

この図の場合
の近隣住民は

電
波

方
向

※中高層建築物で、かつ、500㎡以上の駐車施設が付属する建築物の場合は、図４の範囲も発生する。

「Ⅰ. 中高層建築物　　　　　　　　　　 」の説明対象範囲
※商業・工業系の用途地域の

　高さが10ｍを超える建築物

図２

＜要綱別表(１)＞

＜要綱別表(２)＞



図中の①～⑤

⑤

④

③

②

①

10ｍ

10ｍ

道路

住居系地域

商業系地域

の近隣住民は
この図の場合

となります。
建築物居住者
建築物所有者、
の土地所有者、

敷地境界線からの

以内の範囲
水平距離が10ｍ

計画

道路

建築物

Ｎ

４

の土地所有者、
建築物所有者、
建築物居住者
となります。

この図の場合
の近隣住民は
図中の①～⑦

●説明までの流れ

ステップ１

住宅地図や公図等

から計画敷地周辺の
情報を収集する。

必要に応じて登記簿
等を取得する。

説明（直接説明か書面投函）

ステップ４

ステップ３ 説明資料

を準備する

説明対象範囲図

を作成する

ステップ２

道路

② ①
予測される範囲
電波障害の生ずると

Ｎ

電
波

方
向

高さ10ｍ超え

工作物
図中の①②
の近隣住民は
この図の場合

となります。
建築物居住者
建築物所有者、
の土地所有者、

「Ⅲ. 工作物等」
＜要綱別表(５)＞

の説明対象範囲

　超える特殊建築物

※延べ面積500㎡を
「Ⅱ. 指定建築物 　　　　　　 」の説明対象範囲

図５

図３

＜要綱別表(３)＞

500㎡以上の
駐車施設駐車場

出
入
口

Ｎ

商業系地域

住居系地域

建築物

道路

出入口

駐
車
場

①

②

③

④
⑤

⑥計画

出入口から20ｍ以内
の範囲(住居系地域の
区域内に限る。)

20
ｍ

20
ｍ

20ｍ
⑦

駐車
場
出
入口
の端
部か
ら

駐車場出入口の端部から

駐
車場
出
入
口の
端
部
か
ら 20ｍ

駐
車
場
出
入
口
の
端
部
か
ら

道路

　が付属する建築物
「Ⅱ. 指定建築物　　　　　　　 　」の説明対象範囲

※500㎡以上の駐車施設図４
＜要綱別表(４)＞
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建築主等が近隣住民に対して説明する必要のある事項は下表の内容です。 

中高層 
建築物等 

説 明 事 項 

（え） 

 
 

中
高
層
建
築
物 

住
居
系
用
途
地
域 

 
(1) 当該建築物の位置、規模、構造及び用途 
(2) 当該建築物の敷地の形態 
(3) 当該建築物の工事の施工方法及び予定期間 
(4) 要綱第 6条の規定により講じる日照に及ぼす影響等に関する措置の内容 
(5) 要綱第 7条第 1項の規定により講じる工事に関する措置の内容 
(6) 要綱第 7条第 2項及び 3 項の規定により講じる電波障害に関する措置の内容 
(7) 前各号に掲げるもののほか、当該建築物の建築について配慮する事項 
 

商
業
・
工
業
系 

用
途
地
域 

 
要綱第 7 条第 2 項及び3 項の規定により講じる電波障害に関する措置の内容 

 

 

指
定
建
築
物 

 

延
べ
面
積  

㎡
を
超
え
る 

 
 

 
 

 
 

 

特
殊
建
築
物 

 
(1) 当該建築物の位置、規模、構造及び用途 
(2) 当該建築物の敷地の形態 
(3) 当該建築物の営業時間その他の当該建築物の利用に関する事項 
(4) 当該建築物の工事の施工方法及び予定期間 
(5) 要綱第 6 条の規定により講じる集客等による居住環境への影響等に関する措置

の内容 
(6) 要綱第 7条第 1 項の規定により講じる工事に関する措置の内容 
(7) 前各号に掲げるもののほか、当該建築物の建築について配慮する事項 
 

 

㎡
以
上
の
駐
車
施
設
が 

付
属
す
る
建
築
物 

 
(1) 当該建築物及び当該建築物に付属する駐車施設の位置、規模（面積及び台数）、構

造及び用途 
(2) 当該建築物及び当該建築物に付属する駐車施設の敷地の形態 
(3) 当該建築物に付属する駐車施設の利用時間及び出入口の位置に関する事項 
(4) 当該建築物及び当該建築物に付属する駐車施設の工事の施工方法及び予定期間 
(5) 要綱第 6 条の規定により講じる駐車施設の利用による居住環境への影響等に関す

る措置の内容 
(6) 要綱第 7条第 1 項の規定により講じる工事に関する措置の内容 
(7) 前各号に掲げるもののほか、当該建築物及び当該建築物に付属する駐車施設の建

築について配慮する事項 
 

 

 
    
要綱第 7 条第 2 項及び3 項の規定により講じる電波障害に関する措置の内容 

       

 

 
・ 近隣住民の方々には、建築に関する専門知識をお持ちでない方も多いと思われます

ので、事前説明の際には、図面等を用いるなどして、丁寧でわかりやすい説明を心

掛けてください。（説明資料は次頁を参考に作成してください。）    
・ 近隣住民から寄せられた質問等については、真摯に回答するよう心掛けてください。    
・ マンション等において個別訪問が困難な状況等、やむを得ないと認められる場合は、

管理者を通して居住者等へ説明を行うことも可能です。その場合は情報が正確に伝

達されるような説明資料を作成し、管理者に配布を依頼してください。    
・ 近隣住民から直接説明を求められたときは、これに応じるよう努めてください。

工
作
物
等 

た
だ
今
お
隣
に
建
築
物

を
計
画
し
て
お
り
ま
し

て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
建

築
物
概
要
の
説
明
に
伺

い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

Ⅰ. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ. 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ. 

 



　
　

事
業

名
 ：

 ○
○

マ
ン

シ
ョ
ン

新
築

工
事

建
築

主
 ：

 ○
○

　
○

○

設
計

者
 ：

 ○
○

建
築

設
計

事
務

所

  
  

  
  

  
 （

担
当

者
：
　
　
　
　
　
　
　
℡

：
　
　
　
　
　
　
　
　
）

監
理

者
 ：

 ○
○

建
築

設
計

事
務

所

  
  

  
  

  
 （

担
当

者
：
　
　
　
　
　
　
　
℡

：
　
　
　
　
　
　
　
　
）

施
工

者
 ：

 ㈱
○

○
建

設

  
  

  
  

  
（
現

場
監

督
員

：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡

：
　
　
　
　
　
　
　
　
）

地
名

地
番

 ：
 那

覇
市

○
○

○
丁

目
○

-
○

用
途

 ：
 共

同
住

宅
（
○

○
戸

）

延
床

面
積

 ：
  

○
○

㎡

高
さ

 ：
 １

５
ｍ

階
数

 ：
 ５

階

構
造

：
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

駐
車

施
設

 ：
 ２

5
台

付
近
見
取
り
図
・
配
置
図

 
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｅ

 

立
面
図

 
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｅ

 

北
側
立
面
図

 

南
側
立
面
図

 

東
側
立
面
図

 

北
側
立
面
図

 

最
高

の
高

さ
1
5
ｍ

 

駐
車

場
2
5
台

 

市
道

○
○

号
 

 
工

事
中

は
何

か
と

ご
丌

便
を

お
か

け
し

ま
す

が
、
 

ご
協

力
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
 

 
ご

丌
明

な
点

等
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

お
手

数
で

す
が

下
記

ま
で

ご
連

絡
く
だ

さ
い

。
 

 
 
 

工
事
車
両
搬
出
ル
ー
ト

 

仮
囲
い

 

<
施

工
に

関
す

る
配

慮
に

つ
い

て
>

予
定

工
事

期
間

 ：
 令

和
○

年
〇

月
○

日
 ～

  
令

和
○

年
〇

月
○

日

作
業

時
間

 ：
 ８

時
 ～

 １
８
時

（
原

則
、
日

曜
日

、
祝

祭
日

は
作

業
を

し
ま

せ
ん

。

  
  

  
  

  
  

  
  

 た
だ

し
、
や

む
を

得
ず

作
業

を
す

る
場

合
は

、
事

前
に

お
知

ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
 し

ま
す

。
）

基
礎

工
事

の
工

法
 ：

 基
礎

杭
は

騒
音

、
振

動
等

を
最

小
限

に
お

さ
え

た
工

法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 を

採
用

し
ま

す
。

騒
音

・
振

動
対

策
 ：

 本
工

事
で

は
、
低

騒
音

型
、
低

振
動

型
建

設
機

械
を

使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用

し
ま

す
。

粉
塵

対
策

 ：
 現

場
内

に
お

い
て

は
、
十

分
に

散
水

を
行

い
、
粉

塵
が

発
生

し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 い

よ
う
努

め
ま

す
。

交
通

安
全

対
策

 ：
 ①

現
場

の
工

事
車

両
出

入
口

に
は

常
時

誘
導

員
を

配
置

し
ま

す
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
②

現
場

周
辺

で
の

工
事

車
両

の
路

上
駐

車
禁

止
を

徹
底

し
ま

す
。

<
設

計
上

の
配

慮
に

つ
い

て
>

日
影

に
関

す
る

対
策

 ：
 北

側
隣

地
に

配
慮

し
道

路
側

に

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 建
物

を
配

置
し

ま
し

た
。

電
波

受
信

障
害

対
策

 ：
 電

波
受

信
障

害
が

生
じ

た
場

合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共

同
受

信
設

備
の

設
置

そ
の

他

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 受
信

障
害

の
解

消
 に

必
要

な
措

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

置
を

講
じ

ま
す

。

周
辺

の
居

住
環

境
に

 ：
 ①

周
辺

建
物

か
ら

の
眺

望
を

配
慮

し
た

こ
と

　
　
　
　
　
阻

害
し

な
い

た
め

に
高

さ
を

極

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 力
抑

え
ま

し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

②
隣

地
境

界
線

に
沿

っ
て

目
隠

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 し

に
な

る
フ

ェ
ン

ス
の

 設
置

や
植

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 栽

を
行

い
ま

す
。

お
問

い
合

わ
せ

 
 

 
 

 
（
設

計
に

関
す

る
こ

と
） 

㈱
○

○
建

築
設

計
事

務
所

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
℡

：*
*
*
-
*
*
*
-
*
*
*
*
(代

表
) 

 
 
（工

事
に

関
す

る
こ

と
） 

㈱
○

○
建

設
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
℡

：*
*
*
-
*
*
*
-
*
*
*
*
(代

表
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

付
近
見
取
図

 

配
置
図

 

誘
導
員

 

配
置

 

パ
ー
ス
で
も
よ
い

 

事
前
説
明
の
際
は
、
こ
ち
ら
を
参
考
に
、
説
明
書
類
を
作
成
し
、
配
布
し
て
く
だ
さ
い

 

説
明
は
、
個
別
面
談
、
説
明
会
開
催
、
書
面
投
函
等
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い

 

～
  
建

 築
 計

 画
 の

 お
 知

 ら
 せ

  
～

 

（
説
明
資
料
参
考
例
）

 

連
絡
先
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

 

工
事
現
場
の
出
入
口

 

が
判
る
よ
う
に
す
る

 

建
築
物
の
用
途
、

規
模
等
の
概
要
が

わ
か
る
よ
う
に

 

建
築
計
画
等
報
告

書
（
第
二
面
）
の

内
容
を
記
載
す
る
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※
説
明
事
項
が
電
波
障
害
の
み
の
場
合
も
、
建
築
計
画
の

概
要
が
わ
か
る
よ
う
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

 

A
3

 

程
度

 

指
定
建
築
物
の

場
合
は
、
建
築

物
が
完
成
し
た

後
の
使
わ
れ
方

や
営
業
時
間
等

も
わ
か
る
範
囲

で
記
載
す
る
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中高層建築物等を建築する際は、確認申請や工事着手の前に次のような手続きが必要です。 
 

       
※計画変更を行う場合の取り扱いは、変更の内容により、 

手続きが異なりますので市の担当職員にご相談ください。     

 
          
 
  縮 尺 備 考 

(1) 建築計画等(変更)報告書 ― 第 2 号様式 

(2) 委任状 ― 代理人が手続きを行う場合。 

(3) 誓約書 ― 第 3 号様式 

(4) 付近見取図 1/2,500以上 報告する敷地の位置及び周辺建物の用途、階数等
がわかるもの。 

(5) 配置図 1/100～1/200

程度 

申請敷地内における建築物又は工作物の位置を
表示するもの。 

(6) 各階平面図 1/50～1/100

程度 

開口部の位置がわかるもの。 
駐車施設の範囲がわかるもの。 

(7) 立面図 同上 着色又は外壁の色彩値を記載する。 

(8) 断面図 同上 建築基準法上の高さがわかるもの。 

(9) 求積図 同上 敷地、建築面積、延べ面積、500 ㎡以上の駐車
施設が付属する建築物の場合、駐車施設の面積が
わかるもの。 

(10) 日影図 1/100 程度 中高層建築物の場合必要。 

(11) 説明対象範囲図 同上 対象範囲と、対象土地及び建築物を図示。 
（それぞれの土地に番号をふり、説明対象者一覧
の番号と整合させる） 

(12) 説明対象者一覧 ― 第 4 号様式 

(13) 標識の設置状況 ― 標識の内容、設置位置がわかる写真。 

(14) 電波障害調査報告書等 ― 中高層建築物、工作物の場合必要。 
電波障害調査専門業者又は日本放送協会による
調査結果報告書。 

(15) 市長が必要と認めるもの ― 登記簿及び公図の写し（借地の場合は借地承諾書
等）、近隣住民への説明に用いた資料等。 

 

確認申請が必要 確認申請が丌要 

   

様式は市のホームページからダウンロードできます。書類の提出先は那覇市役所 9 階、建築指導課です。 

中高層建築物等の計画決定 

標識の設置 

近隣住民等への説明 

築造計画の報告等 

工 事 着 手 

１
日
以
上 

日
以
上 

14 

中高層建築物等の計画決定 

標識の設置 

近隣住民等への説明 

建築等計画の報告

等 

建築確認申請 

工 事 着 手 

７
日
以
上 

日
以
上 

30 

例② 屋上に広告塔を設置し新たに 
本要綱に該当する場合 

●増築、用途変更で、確認申請が
丌要の場合でも、中高層建築物
等に新たに該当すれば、原則、

本要綱に基づく手続きが必要と
なります。 

例① 用途変更で新たに本要綱 
に該当する場合 
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標識（第1号様式）に記載いただく内容は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要綱の制定日 周知期間 施行日 

令和２年４月１日 令和２年４月１日～９月３０日 令和２年１０月１日 

 

施行日以降は、本要綱に基づく建築計画の報告を行う必要がありますが、周知期間中に那覇市電波

障害防止建築指導要綱に基づく届出がなされ、かつ
．．

、令和３年３月３１日までに工事を着手するもの

については、本要綱は適用されません。 

 

原則、敷地の見やすい場所に１か所設置しますが、

敷地の形状や周辺の状況等によっては、２か所以上

設置するよう指導することもあります。 

白地に黒書き、劣化
で文字等が丌鮮明に
ならない仕上げ 

 

施行者が未定 

の場合は、 

「未定」と記入 

増築等の場合

は、増える部分

の数値がわか

るように記入 

共同住宅の場合は戸数も記入 

タイトルは見やすく太い字で 

※標識は、建築基準法による工

事完了の検査済証が交付され

る日まで設置してください。 
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第 2 号様式（第 10 条関係）  

建築計画等報告書（変更） 

（第一面） 

 ○ 年 ○ 月 ○ 日  

那覇市長  様 

建築（築造）主  住所 那覇市○＊丁目＊番＊号     

電話  ＊＊＊－＊＊＊＊       

氏名   ○○ ○○      印   

那覇市中高層建築物等の建築に関する指導要綱第 10条に基づき報告します。 

設
計
者 

所 在 
那覇市○○＊丁目＊番＊号 ○○ビル＊階 

（電話  ＊＊＊－＊＊＊＊   ） 

氏 名 ○○設計(株) 代表取締役社長 ○○ ○○ 

工
事
監
理
者 

所 在 
未定 

（電話            ） 

氏 名  

工
事
施
工
者 

所 在 
未定 

（電話            ） 

氏 名  

地 名 地 番  那覇市○○＊丁目＊番＊ 

用 途 地 域  
商業地域 
（○○地区計画、防火地域） 

主 要 用 途  

（ 戸 数 ） 

共同住宅(1 階店舗) 
（24 戸） 

最高の高さ  
計画部分 ＊＊＊ ｍ 
既存部分 ＊＊＊ ｍ 

工 事 種 別  増築  

階数、棟数  地上○階 地下○階  ○棟 構 造 鉄筋コンクリート造 

駐 車 施 設  計○㎡（屋内 : ○㎡） 延 べ 面 積  
計画部分 ＊＊＊ ㎡ 
既存部分 ＊＊＊ ㎡  

標識設置日  令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日 確認申請（工事

着手）予定日 

 

令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

予定工事期間 令和 〇 年 〇 月 〇 日～令和 〇 年 〇 月 〇 日 

変

更

時 

変更内容 

 

・駐車場出入口位置の変更、駐車台数○台増加 

・〇階床面積が〇㎡増加 

 

前回の報告 ○ 年 ○ 月 ○ 日  ○号 

備考 

※ 建築主が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表

者の氏名を記載すること。 

※ 建築主が複数人いる場合は、別紙にて記載すること。 

※ 【確認申請予定日】について、工作物のみの場合は工事着手予定日を記
載すること。 

受付 

未定の場合は

「未定」と記入 

企業の代表者名の 

場合は会社印を押印 

変更時 

のみ記入 

(参考)記入例 

複数の用途が 

ある場合は全て

記載する 

(※説明時)施工者が未定で

も、施工に関する説明は必

要です。想定できる範囲で

説明してくさい。 

 

 

共同住宅の場合

戸数を書く 

 

標識設置日が確認

申請の 30 日前、工

事着手の 14 日前に

なっているか 
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（第二面） 

 

近隣住民等への説明事項 

住 環 境 保 全 の 
措 置 項 目 

配    慮    状    況 ※備   考 

近 隣 住 民 等 の
住 居 の 日 照 

・建物位置を隣地から○ｍ離した。 

・屋上看板ではなく、壁面看板とした。 

 

駐 車 場 等 の
計 画 

（１） 駐車場 ○  台、駐輪場 ○ 台 

（２）出入口   ○   箇所 

駐車場の出入口にはミラーと出庫ランプを設置。 

 

工 事 中 の 騒 音 
振 動 対 策 

・大きな音の出る作業は早朝、夕方に行わない。 

・低騒音型の重機を使用する。 

 

工 事 中 の 粉 塵 
対       策 

・はつり等、粉塵の出る作業を行う際は散水を行う。 

・隣地側には防塵シートを設置する。 

 

工 事 車 両 の 
交 通 対 策 

・車両の出入口に誘導員を配置。 

・大型車両の出入りは、通学時間帯と重ならないよう 

に配慮する。 

※道路の占有等を行う場合

はその際の道路交通対策、

安全確保等についても記載

する。 

電 波 障 害 予 測 の
有 無 

１．有り   対応 ： 共同受信施設の設置等行う 

２．無し 

 

その他 
周辺の居住環境に及
ぼす影響への配慮 

・隣地側のプライバシー及び景観に配慮し隣地境界

線に沿って高木を植樹する。（隣地居住者と調整済

み）     
・景観に配慮し、市のタウンカラースタンダードに

準じた外壁塗装色を採用。     
・既設のブロック塀に傾きが生じているため撤去し、

立上り(H300)＋フェンス(H600)を設けた。     
・設備周辺には防音と景観に配慮し目隠しフェンス

を設置。 

 

 

施設の稼働時間 

 飲食店は午前 10：00 ～ 午後 9：00 

 ホテルは 24 時間営業 

※共同住宅（住宅宿泊事業

を営むもの以外）は除く。 

施設の利用用途 

 ○階は飲食店、○～○階はホテル、駐車場○台確保

違法駐車等無いよう適切に管理する。 

※具体的な利用形態を記載

すること。 

※報告書添付図書以外で説明に用いた図書がある場合は、当該図書も併せて提出すること。

(参考)記入例 

指定建築物の場合、

営業時間等を記入 
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第 4 号様式（第 10 条関係） 

説明対象者一覧 

（ 1 枚中 1 枚目） 

（注意） 

1 番号は、説明対象範囲図の番付と整合させ、一つの建築物等に複数の居住者及び所有者がいる

場合は、枝番を付けてすべての対象者を記入してください。  

2 種別は、1 建築物の居住者、2 建築物の所有者、3 土地の所有者、のいずれか該当する番号

を記入して下さい。 

3 対象者が不在の場合は、【近隣住民からの意見の欄】に訪問日と不在である旨を記載し、【説明

年月日】の欄へ訪問及び配布した年月日を記入して下さい。 

番 

号 

近隣住民の  住所

及 び 氏 名 

種 

別 

建築物

等

の 用 途     

近隣住民からの意

見 

近隣住民からの意見

に 対 す る 

回 答 等 

説  明 

年月日 

説明者 

氏  名 

① ○○＊丁目＊番

＊号 

 

金城 那覇子 

3 

 

住宅 日影に影響を及

ぼさないように

してほしい 

回答）階数を下げ

ると戸数が減るた

め変更できない

が、隣地から可能

な限り離隔をとっ

ている。 

結果）了解 

○年○月

○日 

 

那覇 太郎 

① ○○＊丁目＊

番＊号 

 

匿名(男性) 

（説明場所：玄関） 

1 

2 

住宅 プライバシーに

配慮してほしい 

回答）窓をすりガ

ラスにします。隣

地側に植樹しま

す。 

結果）了解 

○年○月

○日 

 

那覇 太郎 

 

 

② 

○○＊丁目＊

番＊号 
 
那覇松 幸子 

1 

2 

3 

住宅 工事中の騒音に

気を付けてほし

い 

回答）低騒音型の

重機を使用します 

回答）了解 

○年○月

○日 

 

那覇 太郎 

③ ○○＊丁目＊番

＊号 

 

 

2 

3 

 

共同住

宅 

説明書類投函後

特に連絡なし 

 

 説明書類

投函 

○年○月

○日 

那覇 太郎 

③

-1 

○○＊丁目＊番

＊号 ○号室 

 

新垣 那覇美 

1 共同住

宅 

駐車場に車が多

く出入りするの

で安全面が心配 

回答）工事中は誘

導員を配置しま

す。完成後は出庫

ランプを設置しま

す 
 

結果）了解 

○年○月

○日 

 

 

那覇 太郎 

 

③

-2 

○○＊丁目＊番

＊号 ○号室 

 

 

大城 那覇朗 

1 共同住

宅 

説明書類投函

後、直接説明し

てほしいとの連

絡があり面談し

たが、特に意見

は無かった。 

 説明書類

投函 

○年○月

○日 

面談 

○月○日 

 

 

 

建築主等の所見   近隣住民からの理解が概ね得られている。 

 

面談時に氏名の

聞き取りができな

かった場合は、性

別・説明場所を記

入する 

書面投函に

よる説明を

行った場合

はその旨を

記載する 

一つの建物

に複数の居

住者が要る

場合等は枝

番をつける 

(参考)記入例 

説明対象範囲

図の番号と整

合させる 

協議継続中の

場合はその旨

を記載する 




